
学＋食＋遊の活動 

皆さまのご支援をたくさんの子どもたちへ届けることができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2020年度 活動報告 

 

子どもたちを応援してくださっている皆さまへ 

 
COVID-19の影響は子ども達に大きく、学校の３か月間臨時休校・学外活動の中止・公園の閉鎖等負担の 

続いた 1年間でした。私たちは子ども達のニーズと感染防止（集まらない）のジレンマや社会的規制の中で、 

ぎりぎりまで各プロジェクトを実施して来ました。日頃から活動にご理解を頂いている皆様に厚く御礼を申し 

上げると共に、年間の活動のご報告を申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューいろいろ 

すぎなみ子どもサポート 

文化＋スポーツ活動 

NPO法人 

実施したプロジェクト総回数50回 

 １年間の子どもの参加総人数 778人 

ボランティア参加総人数 325人 

Project１ 寺子屋 in妙法寺（7月～翌 3月） 
 

 近隣の小学生対象に土曜日（不定期）に開催しています。※事前申し込み制 

 「学＋遊＋食」の複合的な子ども食堂です。コロナ禍でも子どもの学びをとめ 

ないよう感染予防対策を講じながら場を開いています。     

24回実施  参加児童：562人 
昨年春の緊急事態宣言による休校時は、お弁当配布へ切り替えました。 

3回実施   281食提供 
 



 大人との関わり     体験の場づくり    プロから教わること  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特定非営利活動法人すぎなみ子どもサポート 

〒166-0031 東京都杉並区堀之内 3-48-8 妙法寺内 担当：望月   ☎ 03-3313-6241  FAX 03-3313-5007 

1月 書き初め 

 

妙法寺のお座敷で 

三密を避けながら、多

くの地域の方の協力を

得て実施しました。 

お昼はお弁当を持ち帰

りました。 

地域とのふれあい 

 

コロナ禍でも、一緒に作っ

たり、お手伝いする場面

を増やしたくさんの経験

を提供する場を考えてい

きます。 

Project２ バレーボールわくわくレッスン 
 

杉並区立中学校の部活動が縮小される現状のなかで本物に触れる機会を。元女子全日本代表選手が直接指導してくれ

ました。           3回実施 中学生：47人参加 

・新鮮な練習が出来て本当に楽しかった。サーブも入るようになった。 

・練習の中で頭を使うことや気がつくことが多く次の練習に活かそうと思う。 

・ゲーム形式の時、声を掛けたり協力して出来て楽しかった。バレーボールが 

もっと好きになった。 

・2 時間の間、子ども達がバテることも無く最後まで生き生きと集中出来ていた。 

やっぱりプロは素晴らしい。（お手伝いの保護者） 

 

・日ごろ少人数でやっているので、大人数で吹けて楽しかった。 

・日本フィルの方からのとてもためになるアドバイスを活かしてこれから練習して

行きたい。 

・有名な作曲家の方に指揮をして貰えてとても良かった。 

・久し振りの生徒達の校外での活動。充実した時間・思いのあふれる演奏に心から感

動しました。（教員） 

                 Project３ 吹奏楽わくわくレッスン 
  

 杉並に拠点を置く日本フィル楽員や作曲者が本格的なレッスンを丁寧に指導。コロナ感染拡大で発表の場を失っ

ていた中学生は、「荻窪音楽祭」の舞台に立つことができました。 

区内で活動する音楽家たちもサポートに入り、学校を超えた杉並区 ONETEAM で舞台へ。中学生たちの演奏に大き

な拍手が送られました。          3日間 中学生：47人参加    （この他、「荻窪音楽祭」に出演） 
 

Project４ Café勉 
 

木曜日と試験前の数日の夕方・永福町のゆうゆう館で元教員等が 

サポートする中学生向け無料の学習支援の場です。 

 参加人数 122人 （20回） 

その他…日本語の出来ないネパール人が区立中学に入りました。学校が嫌にならないように、ネパール人大学生 

1人に８回の授業サポートを頼み、アルバイトを休む分を奨学金として提供しました。 
 

寄せられた感想 

寄せられた感想 


